
（教育総務課）

体験あり、やり取りありの学習発表会

熊野中学校 熊野第三小学校

　10月29日㈯、今年度もコロナ禍のため全学
年での披露とはなりませんでしたが、２・３
年生が、節目となる“第20代”の組曲を披露
しました。
　練習時にも制約がありましたが、篠笛・踊
り・太鼓・吹奏楽・書道・歌のパートごとに
教員がついて練習を重ねました。練習中、３
年生が２年生に熱心に教える姿も見られ、伝
統を継承していこうとする気持ちが伝わって
きました。披露の週に入ってからは、全パー
トを合わせて完成度を高めていき、当日は２
講演にわたりそれぞれの役割を力一杯演じて
静と動の一糸乱れぬ美しさを観覧者に見せる
ことができました。
　また、１年生は前日28日㈮の観覧時に、篠
笛パートの一部分を２・３年生と一緒に演奏
し、来年度の“第21代”に思いを馳せ、強い
決意をもつことができました。

（教育総務課）

　人との距離をとったり、手指を消毒したり、
保護者の参観も学年毎の入替制にしたり感染
対策をしながらの発表会でした。昨年度と違
うところは、ステージ発表あり、フロアでの
ブース型発表あり、稲刈り体験・シャボン玉
作り体験あり、動画や実物を使っての説明あ
り、保護者からの感想やアドバイスのやり取
りありと、各学年発表形式が異なり、バラエ
ティー豊かだったことです。従来の学習発表
会とは異なる形式で見応えのあるものになり
ました。どのようにしたら今まで学習してき
たことが伝わるかを皆で考え、創り上げた学
習発表会となりました。１年生の発表の時に
は、１年生が考えたシャボン玉作りの道具を
使って三村町長にも体験をしていただきまし
た。大きいシャボン玉やたくさんの小さい
シャボン玉が秋空を舞い、みんなの笑顔があ
ふれる素敵な時間となりました。
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第20代組曲「筆の都くまの」披露

▲１年生の発表のようす

熊野高等学校　 854－４１５５
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和歌山県立熊野高等学校との
姉妹校協定

熊野高等学校

　和歌山県立熊野高等学校とは、平成26年の
広島豪雨災害に際し義援金いただいたことを
機に交流が始まりました。そして今年度、和
歌山県立熊野高等学校が創立100周年を迎え
るにあたり、両校が互いに高め合う関係を築
くことを願い、姉妹校協定を結びました。
　和歌山県立熊野高等学校は、運動部活動が
盛んで、全国レベルの実力を誇る部活動もあ
ります。また、全校でボランティア活動に取
り組み、特にKumanoサポーターズリーダー
は、部活動として防災に取り組んでおり、高
齢者の見守りなど、災害時に援護が必要な人
たちと日頃からふれ合い、「地域に根ざし、地
域に貢献する高校生リーダー」をモットーに
活動しています。この度、この活動が高く評
価され、今年度の「ぼうさい甲子園」でグラ
ンプリを受賞しました。
　11月18日㈮の調印式の際、Kumanoサポー
ターズリーダーが開発したAEDシート100枚
を記念品としていただきました。今後、本校
生徒が町内の全てのAEDにこのシートを取り
付けてもらうことを目標に配付する予定です。

▲Kumanoサポーターズリーダーが開発したAEDシート
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人権とわたし

　障害のある人が日常生活や社会生活を営む
上で、未だに様々な障壁があります。不自
由・不利益または困難な状態に置かれたり、
障害のある人に対する誤った認識や偏見から
生じる差別も存在しています。一人ひとりが
障害に対する理解を深め、障害のある人が社
会を構成する一員として尊重される社会づく
りが必要です。

○障害について理解し配慮しましょう
　障害は多種多様で、同じ障害でも一律では
ありません。外見ではわからない障害もあり、
理解されず苦しんでいる人もいます。困って
そうな場面を見かけたら、一声かけて自分で
できるサポートをしましょう。見守ることと、
時には支える姿勢が大切です。障害があるか
らと決めつけず、それぞれの個性や能力が生
かせることを一緒に考えましょう。

○障害者虐待等の防止について
　「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対す
る支援等に関する法律」では、虐待の定義が明
確にされており、発見者に対する通報義務や
市町の立入調査権限などが規定されています。

　介助に悩んだときは相談し、虐待を受けて
いると思われる障害者を発見した場合は、熊
野町障害者虐待防止センターに連絡してくだ
さい。

熊野町障害者虐待防止センター（社会福祉課）
　 820－５６３５　 855－０１５５
　対応時間‥平日８：30～17：15
　　　　　　（土日祝日を除く）

出典‥人権啓発冊子『「気づき」から「きずな」へ』
（令和４年２月広島県発行）

（生活環境課）

障害者の人権

▲みんなで記念撮影を行いました

▲山野さん

－ 15 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'23/１月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'23/１月号　－ 14 －子どもは地域で守る！！『子ども１１０番の家』にご協力ください。
青少年育成くまの町民会議　事務局
　教育総務課　総務管理グループ　 854－５６２０

子どもの人権110番 ▢☎0120-007-110 広島法務局・広島県人権擁護委員連合会
いじめ、虐待、子育てなど子どもの人権については　祝日を除く月～金　8：30～17：15


